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住民登録による

人口のうごき
　　（3ラ．4．1）

　ノ＼　　仁］　　　　7，564

　．男　　　3，750

　女　　　3，8跨
　t注帯数　　　　ユ，393
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四
月
の
メ
モ

　
一
　
日
　
国
土
緑
化
月
間

七
日
態
界
保
健
デ
ー

八
日
花
ま
つ
9

十
日
第
†
六
回
婦
人
週
間

　
　
　
　
　
へ
十
｛
ハ
ロ
］
ま
で
）

士
㎜
百
科
学
技
術
週
間

　
　
　
　
　
（
十
九
日
ま
で
）

十
八
日
発
朗
の
日

十
九
日
　
環
境
衛
生
強
調
週
間

　
　
　
　
（
二
十
五
日
ま
で
）

二
十
日
逓
信
釦
零
順
日
、
郵
便
週
間

　
　
　
切
手
趣
職
返
間
　
（
い
ず

　
　
　
れ
ゆ
セ
一
十
｛
ハ
日
出
象
q
）

こ
±
百
満
掃
デ
ー

二
＋
八
日
講
和
条
約
発
効
記
念
日

二
＋
九
笛
天
皐
斑
生
日

　
　
　
春
の
柱
会
敦
育
週
間

第
一
回
聴
時
議
会

闘il”lll”腿1””lllmll闘1

昭
和
鵠
年
度
予
算
き
ま
る

老
令
年
金

　
　
　
　
ら
亀
　
　
　
　
　
＆
『

　
　
り
う

も
　
支
　
給

昭
和
三
十
九
年
第
一
回
臨
時
村
議
会
は
、
三
丹
十
日
か
ら
三
日
間
、
役
場
会
議
室

に
招
集
さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年
度
予
算
な
ど
十
議
案
が
き
ま
り
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

村
疑
会
綾
員
お
よ
び
各
種
§
薗
の
報
酬
　
　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
給
骨
独
焚
払
慰
の
五
八
、
三
五
八
千
円
に
き
ま
り
ま

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
金
に
不
足
を
生
じ
た
場
合
、
そ
の
吏
払
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
あ
て
る
た
め
毎
年
一
〇
万
円
以
上
の
　
　
歳
入
　
　
　
　
　
　
’
（
単
位
千
円
）
”

議
会
議
鰻
、
絶
賦
育
婁
鼠
、
難
崇
委
韻
積
立
て
を
す
る
こ
と
を
き
め
ま
し
噸
～
　
　
　
村
税
　
　
　
　
　
一
九
、
主
四
五

選
洋
管
理
委
員
、
監
査
委
員
、
公
平
委
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
変
付
税
　
　
【
二
〇
、
二
〇
〇

員
、
区
長
、
国
保
迎
営
委
員
な
ど
の
報
考
的
黛
童
・
ぎ
タ
偶

酬
お
よ
び
費
用
弁
償
の
額
か
そ
れ
ぞ
肌

あ
ら
た
め
ψ
蒼
と
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
九
年
四
月
着
」
か
ら
討
内
に
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
し
て
い
る
老
人
に
対
し
て
、
次
の
範

簡
易
水
道
特
別
会
計
条
例
　
　
　
　
　
，
圏
内
で
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
以
）
才
よ
9
七
九
才
ま
で

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
〇
円

公
共
団
佐
が
特
定
の
鄭
業
を
行
な
う
場
　
　
八
O
才
よ
り
八
四
オ
ま
で

合
は
、
岬
般
Q
強
計
と
区
分
し
て
経
理
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
0
8
円

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
こ
の
条
例
が
　
八
五
才
以
上
　
　
三
、
○
O
O
円

制
定
さ
れ
ま
し
た
．

羅
餐
の
保
険
給
暴
親
．
㎜
護
度
藝
箋
蕾
叢

金
の
積
立
て
に
関
す
る
条
例
　
　
　
　
　
三
十
九
年
度
予
算
は
昨
年
よ
り
2
0
％

負
担
金
及
び
分
担
金

使
用
料
及
び
手
数
料
一

国
県
交
出
金

“
財
産
収
入

繰
題
金

そ
の
他

歳
出談

会
費

縫筋費

民
生
費

衛
庄
費

農
林
水
産
業
饗

商
工
費

○
一四
九七

土
木
費

消
防
費

敦
育
費

公
債
費

諸
支
出
金

予
備
費
・

m翻1“1馨：”1”1”薩1腿1闘塞髄

，
鴛
、
八
八
〇

　
二
、
六
九
五

＝
、
四
Ω
こ

　
一
、
三
一
五
．

　
　
　
二

　
一
、
三
三
八

、
二
、
五
九
二
三
十
九
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
…
二
予
算

四
、
（
×
）
○

　
　
　
　
予
算
総
額
　
　
一
四
、
七
五
八
千
円

　
七
四
二

暇
8
八
皐
九
隻
甥
水
馨
別
会
計
予
算

二
二
、
二
四
七
　
　
予
算
総
額
　
　
　
四
、
笠
四
一
千
円

二
、
二
九
四

　
一
・
九
四
二
歳
計
現
金
の
預
入
仁
つ
い
て

四
、
立
二
四
　
歳
計
現
金
に
余
有
を
生
ヒ
た
場
合
の

　
　
五
G
O
　
　
預
け
入
れ
先
奮
冒
め
た
ち
の
で
す
。
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0
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ー

　
ま
ロ
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ヒ
ロ
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糾
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踊
a
9

　
　
　
　
　
眼
　
“

　
　
　
　
　
　
｝

，
喉
　
　
　
　
　
囎
　
ユ

糖
”λり

影
臨

　
　
臨

　
泌
棚
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ア
　

㎜
驚
．
、
ー

　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
け

｝
蘇
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老人の健康診査

　　　118名が受診
し
も
同
じ
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま

す。

昨
年
の
八
月

に
、
多
天
福
祉

法
と
い
う
法
律

が
難
亡
、
国

長
い
間
、
社
比
蔽
す
る
と
ち
ょ
っ
と
少
な
い
戸
φ
っ
で
行
な
い
ま
ア
か
ら
、
進
ん
で
受
診
さ
れ

会
の
進
展
に
つ
　
す
が
、
さ
き
に
行
な
わ
れ
た
成
人
病
検
　
老
人
病
の
里
期
番
見
と
適
切
な
指
導
を

く
し
て
き
た
お
診
、
ガ
ン
検
診
浄
あ
わ
せ
る
と
大
部
分
う
け
、
常
に
心
身
の
健
簾
を
保
持
し
、

年
寄
り
の
方
々
の
方
が
受
診
さ
れ
た
こ
と
に
な
9
ま
す
皆
さ
ん
の
蟄
箪
幅
知
諏
レ
逐
駿
を
討
の

に
百
で
嚢
こ
染
農
奪
首
叢
募
骸
毒
雍
奎
垂
。
畦
高

く
、
楽
し
い
安

ら
ぎ
の
あ
る
生

活
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健

、
県
、
村
が
『
丸
と
な
っ
て
、
お
年
寄

『
り
に
健
康
で
、
幸
せ
な
生
活
浄
じ
て
い

．
た
だ
く
た
め
の
護
が
と
ら
処
甲
£
κ

　
こ
の
法
律
に
．
軌
る
と
、
村
で
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
な
撃
業
と
し
て

健
康
診
申
寧
か
あ
ゆ
）
り
れ
て
お
9
ま
す
。

本
村
で
も
こ
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
熊

谷
保
健
所
の
先
生
方
に
お
願
い
し
て
、

蕩
澱
圧
、
尿
、
そ
の
他
老
人
病
全
般
に

わ
た
り
診
査
浄
巽
施
シ
一
髪
と
こ
ろ

　鰻擬

北小学校で行なわれた老人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
韓
縫
ド
．
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
を
つ
な
い
で
ど
周
閉
人
あ
毯
に
な
る
．
町
っ
帖
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
が
各
地
で
お
こ
っ
て
お
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
な
い
と
　
　
そ
こ
で
あ
四
塁
ら
最
責
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
近
犬
の
放
し
飼
い
が
ふ
一
一
へ
そ
の
　
一
円
に
犬
は
つ
な
い
で
餓
2
“
う
犬
の

二
八
名
の
方
々
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
た
め
人
に
か
み
つ
い
た
り
、
家
畜
や
農
　
“
け
い
留
〃
命
令
が
出
さ
善
’
℃
占
～

現
在
江
霞
討
に
六
五
才
以
上
の
方
が
搾
物
を
あ
ら
し
た
9
、
排
セ
つ
物
の
た
　
　
も
し
、
こ
肌
に
遠
反
す
る
と
駿
は
ほ

七
九
五
名
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
め
瑳
境
穫
生
上
好
ま
し
く
な
い
問
題
な
か
く
さ
戒
、
飼
主
に
罰
金
が
課
せ
ら
れ

　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
が
あ
る
旨
、
猿
撰
璽
所
か
ら

》　
　
’

　
内
示
し
、
そ
れ
と
蘭
時
に
菊
村
五
ケ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
年
計
回
な
ど
も
折
り
込
ん
ゼ
醒
係
も

　
あ
り
、
課
長
、
職
員
は
休
齢
忘
脳
も
な

，
い
程
で
し
た
が
、
例
年
に
な
い
早
い

　
予
算
欝
の
年
成
で
、
去
る
三
月
十
、

　
十
圃
、
議
⊥
一
の
三
日
間
で
議
決
さ
れ

　
ま
し
た
。

　
税
の
負
担
な
ど
型
の
り
、
住
民
O

　
皆
様
の
麗
心
が
当
局
に
〆
そ
が
れ
る
▽
　
村
民
税
も
現
在
行
な
わ
れ
て
い

本
隼
度
予
算
は
地
方
自
治
法
の
蜆
▽
　
経
濟
の
成
長
に
よ
り
所
得
も
年
見
解
も
で
き
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
て
七
孟
の
完
成
仕
上
サ
契
．
え
て
お
の
結
果
不
良
箇
所
が
何
箇
所
’
炉
指
摘

定
に
も
と
ず
き
歳
入
歳
出
予
算
’
談
凌
の
び
、
税
収
入
も
漸
増
寮
戒
、
又
従
廉
の
そ
う
し
た
や
り
方
で
は
、
伺
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
、
又
会
計
面
で
赤
字
の
鰯
で
収

整
し
て
僅
成
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
本
村
と
し
て
も
法
の
指
示
に
よ
っ
て
年
た
っ
で
、
も
こ
う
や
く
ば
9
で
十
　
　
こ
の
ほ
か
に
役
場
前
、
蜜
中
学
校
入
役
が
大
分
お
叱
言
を
い
た
献
乞
¢
ま

年
度
は
自
治
法
及
び
財
政
法
の
一
部
三
ケ
年
む
と
に
行
な
つ
固
定
資
麗
の
年
一
B
の
感
が
あ
り
、
少
し
の
発
展
に
至
る
遭
路
も
本
年
度
は
ぜ
ひ
改
修
し
た
。
当
時
の
担
岩
課
長
か
ら
も
始

が
改
正
さ
れ
、
特
に
予
算
轡
年
成
方
評
価
替
え
の
年
度
で
奎
の
り
、
前
年
も
み
ら
れ
な
い
の
で
思
い
切
っ
て
重
し
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
末
書
等
も
提
出
貞
競
て
居
9
ま
す
が

法
が
全
面
的
に
変
り
ま
し
た
。
　
　
度
よ
り
税
収
入
は
多
く
見
込
出
尻
ま
点
政
策
浄
打
出
し
た
次
第
で
す
。
　
▽
県
道
に
於
て
は
、
国
会
へ
の
陳
北
地
区
に
於
て
は
、
こ
の
よ
皇
籍

村
長
と
し
て
は
、
一
周
初
旬
に
本
す
。
然
し
、
村
と
し
て
は
固
定
資
産
▽
　
難
来
政
還
に
於
て
は
、
童
麗
そ
情
も
回
浄
重
ね
、
鴨
田
難
政
務
次
が
二
度
と
な
い
よ
う
努
力
し
て
水
避

年
度
予
算
提
出
を
各
課
長
、
局
長
に
に
つ
い
て
も
増
税
ぱ
少
し
も
い
た
し
の
他
に
重
点
蛮
お
い
て
予
算
を
計
上
官
、
及
び
寺
山
保
男
氏
の
お
力
添
λ
設
置
か
ぜ
ひ
実
現
し
之
い
と
思
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
し
ま
U
た
。
　
　
　
　
　
　
で
、
熊
谷
ー
小
川
県
道
が
約
一
、
O
す
の
で
、
皆
標
汚
の
む
加
入
浄
お
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
村
長
と
し
て
は
、
予
算
面

施

政
方
針

土
木
事
業
に
重
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
　
＋
天
費
に
於
て
は
、
昨
年
度
は
○
（
）
米
舗
装
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
、

の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
の
で
、
健
全
る
但
し
岱
方
式
で
あ
る
た
め
税
躍
も
合
併
以
来
手
の
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
又
冨
田
線
で
は
、
役
場
前
が
三
二
〇
制
を
と
り
入
れ
予
算
化
い
た
し
ま
し

財
政
か
自
途
と
し
て
編
成
方
針
を
決
高
い
が
、
三
十
八
無
度
に
は
七
〇
万
道
路
の
改
修
を
行
な
い
ま
し
た
。
小
米
舗
装
さ
れ
る
こ
と
に
な
Ω
利
と
し
た
。

定
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
円
の
潔
税
夕
将
な
い
ま
し
た
。
今
年
江
川
に
二
本
、
御
正
新
田
に
一
本
完
て
も
本
当
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
　
尚
各
区
の
円
満
還
営
か
厳
い
、
区

▽
本
射
も
他
の
町
村
と
同
様
、
年
度
登
間
様
に
し
て
、
四
十
年
度
に
は
鼠
い
た
し
ま
し
た
が
き
宏
年
度
は
こ
　
　
特
に
本
年
は
役
場
庁
舎
の
噺
祭
も
に
特
別
の
費
罵
浄
愛
付
し
て
、
区
長

間
を
迎
葺
、
潟
趣
営
費
に
あ
て
る
予
本
文
方
式
に
変
る
の
で
大
分
減
税
で
の
三
塞
の
道
路
の
仕
上
げ
と
、
小
江
い
た
し
た
い
と
恩
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
委
員
さ
ん
、
区
民
の
皆
様
方

算
浄
爵
源
よ
り
み
る
と
、
住
民
の
負
き
る
こ
と
一
比
妖
り
漁
す
。
　
　
　
　
川
に
二
本
、
野
原
こ
一
本
の
道
路
を
様
方
の
｝
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
の
な
お
｝
層
の
融
和
が
で
き
空
硲
つ

担
に
よ
る
税
額
よ
り
も
、
県
、
国
の
▽
現
段
階
と
し
ザ
、
は
、
総
花
式
に
ニ
グ
年
継
続
劃
業
で
完
広
い
た
し
ま
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
ζ
め
ま
ア
。

変
付
金
の
方
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
予
算
冷
作
成
す
る
こ
と
が
よ
い
と
の
す
。
尚
、
成
沢
の
罹
の
適
路
と
併
せ
▽
　
爾
地
区
の
水
道
の
件
で
は
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
〉
〉
3
ン

に
も
見
ら
れ
る
と
お
り
人
．
つ
く
り
の

根
元
と
な
9
、
家
庭
円
満
申
隊
心
願
し

て
幼
稚
園
浄
甑
置
し
、
又
敬
老
精
神

の
か
ん
養
の
た
め
、
七
（
）
7
以
上
の

方
々
に
僅
少
で
は
あ
9
ま
で
が
、
全

国
に
も
類
の
な
い
と
い
わ
れ
る
庫
金

教
育
貯
金
返
済
の

お
知
ら
せ

統
合
申
学
校
建
築
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
、
み
な
さ
ん

か
隷
肱
資
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
教
育
貯
金
の
返
済
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

通
じ
て
お
管
り
し
た
総
額
五
、
二
六
二
千
円
の
お
金
は
、

償
選
予
定
期
臼
を
一
ケ
年
阜
め
て
、

　
確
麺
一
芋
七
年
　
　
　
一
、
七
五
四
千
円

　
昭
狸
二
十
八
年
　
　
　
一
、
七
五
四
千
円

　
昭
和
三
十
九
年
　
　
　
一
、
七
五
四
千
円

全
額
の
返
済
が
完
了
し
た
ね
け
で
す
。

当
初
の
計
圃
ど
お
り
三
回
に
わ
た
る
返
済
に
対
し
て
、

年
五
分
の
利
息
を
っ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
農
協
に
お
願
い

あ
9
が
と
・
一
ノ
＆
」
さ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
豆
流
な
校
舎
の

でき二D

た
こ
と
浄
嘩
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

昭
和
三
十
五
年
九
月
よ
り
、
御
正
、
小
原
の
両
農
協
を
　
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粥

し
て
あ
り
ま
す
の
で
何
時
で
も
お
払
戻
し
で
き
ま
す
。
　
　
嚇

太当に

長
い
間
資
金
を
ご
都
台
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

漁館♂

灘
．

謹
．

難』鑛・灘騰講騒
完成した統合中学校の校舎全景

連
絡
が
あ
9
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
に
、
是
俳
守
っ

て
い
た
蓬
是
い
こ
と
は
獅

1
　
年
一
回
の
登
録
と
春
秋
二
回
狂
犬

　
病
等
ー
．
注
射
を
つ
け
、
鑑
れ
と
注
射

　
票
を
犬
の
着
競
に
つ
け
て
お
ぺ
。

2
　
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
、
．
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
副

出
入
り
す
る
見
や
す
い
と
こ
る
に
、

　
（
犬
）
の
表
示
浄
チ
る
。

3
　
犬
小
屋
の
内
外
は
溝
け
つ
に
し
、

排
セ
つ
物
ぱ
周
定
の
燭
所
か
ぎ
め
て

土
を
か
け
る
か
、
穴
浄
掘
う
て
う
め

て
お
く
。

4
　
飼
い
犬
が
人
を
塑
ん
だ
時
ぱ
保
健

所
に
届
け
出
て
、
獣
医
に
診
ず
も
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
薦

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ん

5
仔
犬
は
み
だ
皇
タ
て
な
馨
保

健
飛
で
処
菊
し
て
も
ら
う
。
　
“

も

萎
つ
か
ま
っ
蔭
曇

犬
の
登
録
証
明
を
も
ら
っ
て
、
保
健
所

　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

で
返
．
、
窮
、
9
り
っ
て
下
さ
誕
だ

L
｝
百
以
区
に
手
続
き
浄
と
ら
な
セ
と

犬
は
”
処
分
さ
汎
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
現
で

ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
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適
切
な
教
育
を
行
な
う
こ
と
は
、
人
づ
案
で
も
あ
り
、
新
村
建
設
計
画
の
一
っ
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
条
例
の
定
め
る
と

く
り
の
上
に
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
と
し
て
村
長
が
穴
占
マ
取
り
上
け
た
問
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
保
育
料
を
徴
収
す
る

有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
幼
児
題
で
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
な
っ
で
、
お
り
ま
す
。
保
育
料
の

の
成
長
発
達
に
応
じ
て
、
時
機
を
矢
せ
　
　
た
ま
た
ま
昨
年
十
一
月
頃
よ
り
、
村
額
は
年
間
六
千
円
を
月
．
割
で
納
め
て
い

ず教育汐

行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
内
に
幼
稚
園
を
設
置
さ
れ
た
い
旨
の
運
た
だ
き
ま
す
。

の
後
の
敵
育
効
果
を
い
ち
じ
る
し
く
高
動
が
お
こ
り
、
保
護
者
百
三
士
亭
く
逗
　
　
幼
稚
園
の
数
は
多
数
あ
り
ま
す
が
、

め
る
こ
と
が
で
轟
星
6
す
。
　
　
　
　
　
署
の
講
願
欝
が
村
当
局
、
村
蕨
会
、
村
公
立
の
も
の
は
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
あ

　
適
切
な
環
境
の
も
と
で
幼
児
を
明
る
敵
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
、
早
期
設
置
．
り
、
又
近
い
将
采
幼
稚
園
が
義
務
制
に

く
健
や
か
に
育
て
、
正
し
く
し
つ
け
て
に
つ
い
て
歎
願
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
書
な
る
と
か
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、
江
南

行
く
こ
と
こ
そ
幼
児
畝
育
の
基
本
で
あ
を
提
㎞
さ
れ
た
か
た
が
た
は
い
ず
れ
も
村
立
幼
稚
園
の
誕
生
は
、
誠
に
有
意
義

り
、
幼
稚
園
教
青
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
昭
和
四
十
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者
の
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
護
者
で
も
あ
勘
、
村
で
も
慎
重
に
審
　
　
　
幼
稚
園
開
園
予
定
そ
の
他

　
こ
の
重
大
性
が
認
識
さ
れ
、
各
地
に
鞭
鷲
籍
果
、
幼
稚
園
設
置
を
決
定
、
　
一
、
開
園
予
定
日
　
　
四
月
十
『
自

幼
稚
園
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
市
や
町
二
月
の
お
議
会
に
は
か
り
、
そ
の
議
決
二
、
入
園
児
身
体
検
査

で
は
、
小
学
校
入
学
児
童
の
九
九
％
が
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
”
　
　
　
南
幼
稚
園
　
　
四
月
十
三
ヨ

幼
稚
園
教
育
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
　
　
村
立
の
幼
稚
園
は
南
、
北
小
学
校
に
　
　
　
北
幼
稚
園
　
　
四
月
十
四
日

村
部
で
も
し
だ
い
に
こ
の
傾
向
に
あ
り
併
設
し
、
一
年
保
育
、
園
舎
は
南
幼
稚
三
、
園
長
お
よ
び
職
員

人
づ
く
り
の
基
礎
は
幼
児
期
に
養
な

P
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
幼
児
期
は
心
身
人
も
あ
り
、
交
通
的
、
或
い
は
経
済
的
た
し
ま
し
た
。

の
発
達
が
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
り
、
思
に
や
む
を
λ
ず
断
念
し
て
い
る
者
も
多
　
現
在
入
園
を
予
定
し
て
い
る
園
児
は

考
力
や
知
的
発
達
も
い
ち
じ
る
し
く
成
数
あ
る
実
状
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
南
幼
稚
園
が
四
十
八
人
、
北
幼
稚
園
が

長
す
る
時
期
で
す
。
こ
の
時
期
に
有
効
　
　
村
亘
幼
稚
園
故
雌
は
村
長
の
長
い
懸
八
十
人
で
す
。
幼
稚
園
は
義
務
教
育
で

ま
す
。
ま
さ
に
「
人
づ
く
り
は
幼
稚
園
園
は
南
校
舎
の
玄
関
よ
り
東
側
を
、
北

か
ら
」
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
幼
稚
園
は
西
校
舎
一
階
を
て
れ
解
れ
利

　
本
村
の
現
況
を
見
る
と
、
熊
谷
市
内
用
い
た
し
ま
す
。
園
児
の
机
、
腰
掛
な

の
幼
稚
園
に
か
よ
っ
て
い
る
者
が
数
十
ど
は
新
調
し
、
遊
具
の
一
部
も
準
備
い

南
幼
稚
園
長
小
山
　
賀
一

　
〃
　
敦
員
飯
島
と
毒
ナ

　
〃
　
教
員
　
松
本
う
め
子

　
〃
園
医
小
林
　
正

北
幼
稚
園
長
荒
川
垂
二

　
〃
教
員
永
田
多
季

　
　
〃
　
神
田
と
り

　
〃
　
園
医
塚
田
永
態

完
納
に
も
う
｝
“
歩

昭
和
三
十
一
年
納
税
組
合
が
で
き
て

か
ら
今
年
で
九
年
目
を
む
か
え
ま
す
が

昭
和
三
十
八
年
度
の
し
め
く
て
り
ζ
つ

い
う
べ
き
納
税
粗
台
長
会
議
が
、
去
る

　
　
　
　
　
　
＝
月
三
十
日
大
沼

セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
納
税
に
っ
い
て

は
、
日
頃
縄
合
長

さ
ん
を
中
心
に
皆

様
方
の
多
大
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き

深
く
感
翻
い
た
し

て
お
り
ま
す
、
お

蔭
で
納
税
協
も
隼

々
向
上
の
一
途
を

た
ど
9
、
完
納
ま

で
も
う
一
歩
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
こ

ぎ
つ
け
る
こ
と
が

歪
集
し
た
。

当
日
は
村
長
あ

い
さ
つ
に
始
ま
9

昭
和
二
十
八
年
度
の
納
税
状
況
の
報
密

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し

納税率

96．03％

79。63％

97．61％

　昭和38年度納税状況
分漣定劉収納劉諏額
税i5，068，19（ン　4・867・160　　　201・O

1区

201，030

625，510

225，460i

97．i8％1
　　　　　　し

94．23％1

　
　　　　　　　　　　レ

3，070，77α2｝445，260煽
　　　　　　　　l　　　l
92450・030，9・224・570，
　　　　　　　　i　　　　　　　　l
1，255，730i　i，220，430：　1，255・730i　i・220・43α　　　35・3001
　　　　　　　　　1　　　　　　　　　；　　　　　　　　　i

18，8妬，72α17・757・420！ユ・087・300…
　　　　　　　　　1　　　　！　　　　1

村民税
〃特徴分
固定資産税

軽自動車税

　言†

97．04％工56，430；
　　　　　15，301，22015，三44，790：国民健康保険i

94，84％24・145・940i22・902・210i1・243・7301合計

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

1
6
圭
審
ー

　
〃
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
復
興
”
　
　
　
活
に
対
す
る
き
び
し
さ
と
民
族
の
誇
り
日
本
と
、
日
本
八
に
で
き
て
い
る
で
し
な
い
で
じ
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
．
と
郷
土
を
美
し
く
、
住
み
よ
く
す
る
た

わ
が
国
は
、
戦
後
十
数
年
の
間
に
め
と
を
も
っ
て
、
真
の
祖
国
の
繁
栄
の
た
よ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
県
で
も
英
化
運
動
を
〃
　
　
　
　
め
の
提
唱
に
あ
な
た
の
力
が
加
わ
る
と

ざ
ま
し
い
躍
泡
を
と
げ
、
今
日
の
経
済
め
に
黙
々
と
生
活
に
い
そ
し
ん
で
い
る
　
町
や
行
楽
地
は
、
紙
く
ず
で
よ
ご
さ
　
県
で
は
、
中
央
の
”
国
土
を
美
し
く
き
、
そ
れ
が
や
が
て
一
つ
の
波
紋
と
な

の
嚢
ぶ
り
賃
の
糞
き
誘
と
隻
論
て
お
り
ま
す
．
　
れ
、
公
園
や
楚
は
誓
れ
て
お
り
、
よ
う
〃
と
い
う
提
唱
に
呼
応
し
て
、
り
、
奎
後
差
っ
垂
体
釜

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
く
し
た
ち
日
本
人
は
、
お
互
い
道
路
に
は
タ
ン
や
吸
い
が
ら
が
散
ら
ば
　
一
昨
年
か
ら
郷
土
を
美
し
く
す
る
運
動
お
う
で
じ
ょ
う
。

毛
て
冬
匙
ち
の
態
に
も
つ
一
属
囲
奪
暮
え
り
、
何
る
と
い
養
§
徳
翫
再
為
が
、
露
薯
行
な
っ
垂
夏
．
　
わ
を
差
ち
が
、
心
と
力
と
懇

戦
前
と
憧
ら
べ
も
の
に
な
象
い
ほ
が
い
ま
暑
奮
で
奢
、
大
望
訳
た
る
と
暑
巌
畢
砦
警
オ
多
ピ
ッ
ク
義
土
鍾
蓬
と
薙
筆
農
、
わ
を
し
た
ち
の

ど
に
向
上
し
津
し
た
・
こ
れ
は
、
日
本
る
か
を
み
き
わ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
人
と
し
て
⑳
マ
ナ
ー
の
守
れ
な
い
ぞ
．
，
、
こ
と
し
は
い
よ
い
よ
こ
れ
に
郷
土
は
、
か
な
ら
ず
美
し
く
す
る
こ
と

国
民
の
建
設
と
勤
労
へ
の
努
力
の
結
晶
時
期
に
き
て
い
岬
㊦
“
う
で
す
。
　
　
　
の
が
現
状
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
が
で
き
、
明
る
い
社
会
が
築
か
れ
る
の

÷
一
）
い
え
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
〃
ほ
し
い
広
場
の
意
織
”
　
　
　
　
　
は
た
し
て
こ
れ
で
よ
い
の
で
し
．
“
う
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
急
激
な
経
済
　
　
い
よ
い
よ
こ
ン
じ
は
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
種
の
運
動
は
、
み
ん
な
が
気
持
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
埼
玉
県
）

わ
だ
く
し
た
ち
は
、
個
人
と
し
て
は
を
七
る
一
ん
て
、
そ
の
気
に
な
ら
な
け
れ

塚
庭
に
あ
っ
て
庭
に
木
を
纏
一
へ
花
を
ば
決
し
て
よ
い
威
果
を
期
待
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
膨

大沼センターで行なわれた納税組合長会餓

復
興
の
反
面
、
わ
た
く
－
屡
仙
ち
は
大
切

な
忘
れ
物
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
、

い
ま
、
よ
う
や
く
気
付
き
は
じ
め
て
い

ま
す
。轟

じ
か
に
、
山
合
い
の
辺
地
に
ま
で

丈
朋
の
灯
は
と
も
り
、
数
多
く
の
消
費

材
や
電
化
製
品
に
か
こ
ま
れ
た
日
常
庄

活
は
、
以
蹴
と
は
く
ら
べ
ら
れ
な
い
ほ

ど
箋
に
な
り
合
理
化
し
て
お
り
ま
す

の
年
で
す
。

い
ま
だ
か
つ
て
ア
ジ
ア
に
迎
え
た
こ

郷
土
を
住
み
よ
く
美
し
く

1
も
り
上
げ
よ
う
県
民
運
動

は
で
部
星
釜
ん
。

小
さ
く
は
、
各
家

庭
で
、
ま
た
、
集

会
所
で
、
公
園
で

乗
り
物
で
、
お
お

や
け
な
も
の
は
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
な
い
聖
火
が
、
東
京
の
夜
空
盈
墾
咲
か
せ
、
朋
る
い
生
活
を
楽
し
ん
で
い
に
よ
こ
さ
ぬ
さ
っ
に
、
ま
た
、
積
極
的

し
か
し
な
が
ら
、
う
な
ぎ
の
ぼ
り
の
セ
飾
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
オ
リ
ン
ピ
ま
す
。
こ
の
同
じ
日
本
八
が
醐
歩
外
に
に
美
化
の
手
を
さ
し
の
べ
た
い
も
の
で

交
通
峯
欲
や
、
い
っ
こ
う
に
へ
ら
な
い
ッ
ク
は
、
人
種
、
国
家
、
宗
教
を
超
越
出
る
と
公
姻
唆
よ
ご
し
、
公
衆
と
し
て
す
。

襲
な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
浄
毒
日
見
聞
し
、
世
界
の
平
和
建
設
に
も
穴
き
な
意
の
自
覚
が
う
す
く
な
る
の
は
ど
う
し
た
　
こ
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
県
内
の

き
し
て
い
ま
ア
。
ま
た
、
消
猿
ブ
ム
義
を
も
つ
大
会
で
す
。
　
　
　
　
　
こ
と
な
の
で
し
ょ
、
2
。
　
　
　
　
　
オ
リ
ソ
ヒ
ソ
ク
会
場
の
周
辺
や
撰
め

が
横
行
し
、
個
人
優
先
主
竣
か
ら
く
る
　
　
こ
ん
ど
の
東
京
大
会
に
は
、
世
界
の
　
　
要
す
る
に
、
い
ま
の
日
本
と
日
本
人
輸
送
道
路
、
県
内
の
観
光
地
な
ど
に
は

社
会
や
郷
土
に
対
す
る
連
帯
意
緻
の
稀
人
々
が
戦
後
の
臼
本
民
族
と
日
本
経
済
に
も
っ
と
も
不
足
し
て
い
る
も
の
、
そ
た
く
さ
ん
の
花
の
種
子
や
琵
が
擁
え
ら

薄
さ
や
、
社
会
人
と
し
て
の
曹
意
や
艮
の
輿
態
を
た
し
か
め
よ
う
と
大
勢
集
ま
れ
は
〃
ひ
ろ
ぼ
の
意
識
”
で
は
な
い
で
れ
る
で
じ
ょ
う
。
と
同
時
に
、
公
の
施

融
の
低
さ
等
汝
、
否
定
の
で
き
な
い
現
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。
　
　
　
　
し
ょ
ろ
か
。
い
い
か
λ
れ
ば
、
お
互
い
殴
、
設
備
に
は
大
幅
な
改
良
と
補
修
の

突
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
来
の
客
浄
迎
え
る
に
礼
を
朱
し
な
が
協
蟹
し
て
、
住
み
よ
い
、
蘂
し
い
現
手
が
加
汎
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

さ
い
章
ん
の
西
欧
諮
国
で
は
、
い
た
い
準
備
、
「
さ
あ
い
ら
っ
し
中
い
」
と
境
を
作
る
2
す
る
社
会
入
と
し
て
の
す
。

ず
丘
蒲
費
に
お
O
る
こ
と
な
く
、
生
い
え
る
心
構
え
が
、
は
た
じ
て
今
日
の
意
融
が
欠
け
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
　
　
一
人
よ
り
は
二
人
、
二
人
か
窪
ズ

話
し
合
い
学
習
も
今
年
で
三
年
目
を

む
か
え
、
今
ま
で
に
六
つ
の
部
落
を
モ

デ
ル
地
区
に
指
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
成

果
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年

も
下
押
切
、
樋
春
北
、
K
江
川
の
各
部

　
　
　
　
　
　
　
落
盗
志
に

　
　
　
　
　
　
　
展
開
す
る
こ

まず身近か象問題から

　　　一話し合い学習はじまる一

と
に
な
り
ま

し
た
。

　
い
う
ま
で

も
な
く
、
話

し
合
い
と
い

う
こ
と
は
、

．
私
た
ち
が
田

常
生
活
を
し

て
ゆ
く
上
に

欠かすこと

の
で
き
な
い

意
思
表
示
の

方
法
な
の
で

す
．
し
た
が

っ
て
、
こ
の

占
干
手
に

も
な
れ
る
た
め
に
、
部
落
や
と
な
り
近

所
の
人
が
寄
り
あ
っ
て
お
互
い
に
意
見

を
だ
し
あ
い
、
身
近
か
な
問
題
か
ら
解

決
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
の
が
こ
こ
に
い

う
話
し
令
い
学
習
な
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
は
お
互
い
に
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は

2
他
人
の
意
見
は
ど
ん
な
こ
と
で

も
耳
を
か
た
む
け
て
き
く
。

自
分
の
塚
や
、
自
分
自
身
の
こ

と
で
も
恥
ず
か
し
が
虫
5
に
発

言
し
合
う
c
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の

共
同
で
決
定
す
べ
き
こ
と
が
ら

は
、
多
数
の
人
の
意
見
の
一
致

を
し
た
う
え
で
決
定
す
る
。

強
い
言
葉
や
、
強
い
態
度
で
他
、

の
人
に
自
分
の
意
見
を
お
し
っ

け
る
よ
う
な
こ
と
璽
昌
る
。

　こ

の
こ
と
に
症
意
し
て
、
指
定
さ
れ

た
部
落
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
開
設
し
て

い
た
だ
け
る
な
ら
、
必
ず
や
朋
か
る
い

民
主
的
な
社
会
を
年
り
あ
げ
、
そ
こ
に

住
む
人
は
み
ん
な
話
し
上
手
に
な
り
、

聞
き
よ
干
に
な
る
こ
と
で
じ
ょ
う
。

入
ら
な
か
っ
た
り

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と

こ
ん
な
損
が
あ
り
ま
す

持
を
き
ず
つ
け
た
り
、

か
“
費
・
し
た
9
、
晴
く
し
た
り
も
す
る
め
ウ
れ
な
い
た
め
に
、
国
民
卑
金
に
茄
と
し
て
の
期
間
の
計
算
に
は
金
然
い
れ

の
で
す
。
一
見
や
さ
し
い
さ
つ
で
な
か
入
で
占
晃
妹
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
人
（
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
出
＄
9
。

な
か
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。
　
　
　
昭
和
36
年
4
月
1
日
で
50
才
を
こ
え
て
保
険
料
は
必
ず
納
め
る
か
免
除
を
う
け

そ
こ
で
“
こ
の
話
し
台
い
に
少
し
で
い
た
人
）
の
た
め
に
は
「
福
祉
犀
金
」
　
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
○
国
民
環
金
に
入
ら
な
い
で
い
る
と
　
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
令
年
金
は
も
O
国
民
年
金
に
入
っ
て
も
保
険
料
を
納

　
　
　
　
　
ち
ろ
ん
、
思
い
が
け
な
い
溺
故
で
障
害
　
　
め
な
い
で
い
る
と

　
　
　
　
　
者
に
な
っ
た
ρ
、
生
活
の
柱
と
な
っ
て
　
国
禺
年
金
に
は
、
券
苓
、
障
害
、
母

　
　
　
　
　
い
る
夫
や
親
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
子
、
準
母
子
、
遺
児
な
ど
の
年
金
が
あ

よ
っ
て
人
に
溺
台
に
傭
一
ん
た
瞳
筈
年
金
、
母
子
年
金
り
ま
す
が
、
ど
の
犀
金
を
貰
．
つ
た
め
に

よ
い
印
象
を
準
母
子
年
館
、
遺
児
犀
金
の
ど
れ
も
貰
も
国
民
隼
金
の
加
入
期
間
の
．
コ
ち
の
、

あ
た
え
た
り
え
ま
掌
加
。
た
だ
い
ま
の
2
ρ
は
こ
の
　
「
保
険
料
を
納
め
た
期
間
」
と
「
保
険

、
又
人
の
気
制
度
が
で
西
霧
～
ぱ
か
り
な
の
で
、
國
民
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
」
と
が
た
い
せ

地
城
菰
会
議
年
金
に
入
っ
て
も
一
定
の
保
険
料
か
納
つ
な
「
無
金
ぞ
っ
け
る
た
め
の
要
件
」
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役
場
の
ご
案
内

前
号
に
つ
づ
い
て

　
　
各
課
の
仕
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

六
、
厚
生
課

1
民
生
係

　
　
ω
民
生
委
員
法
の
事
務

　
　
⑨
災
害
救
助
法
に
関
す
る
事
務

　
　
③
戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族
援
護

　
　
㈲
青
少
年
の
保
護
育
成

　
　
⑤
母
子
福
祉
・
敬
老
会
な
ど
社
会
福
祉
事
業

　
　
⑧
関
係
団
体
育
成
指
導

2
国
民
年
金
係

　
　
O
O
年
金
保
険
料
の
徴
収
及
び
検
認

　
　
⑨
福
祉
年
金
・
拠
出
年
金
の
支
給

　
　
③
そ
の
他
関
係
団
体
と
の
連
絡

3
衛
生
係

　
　
①
母
子
衛
生
・
精
神
衛
生
・
環
境
衛
生

　
　
⑧
伝
染
病
・
性
病
・
結
核
・
寄
生
虫
・
成
人

　
　
　
病
の
検
診
及
び
予
防

　
　
③
各
種
予
防
接
種

　
　
㈲
狂
犬
病
予
防

　
　
⑤
そ
族
昆
虫
駆
除

　
　
⑥
そ
の
他
一
般
の
衛
生
教
育

4
国
保
係

　
　
ω
国
民
健
康
保
険
の
運
営

　
　
⑧
医
療
費
・
助
産
費
・
葬
祭
費
な
ど
の
保
険

　
　
　
給
付

　
　
③
被
保
険
者
原
簿
の
整
備

　
　
㈲
保
健
施
設
に
関
す
る
こ
と

　
　
⑥
関
係
諸
機
関
と
の
連
絡

七
、
建
設
課

1
庶
務
係

　
，
ω
土
地
台
帳
、
図
面
管
理
並
び
に
閲
覧

　
　
⑨
土
地
分
合
筆
、
土
地
建
物
等
の
登
記

　
　
③
村
有
土
地
占
用
使
用
許
可

　
　
㈲
交
通
運
輸
に
関
す
る
こ
と

　
　
⑤
建
築
基
準
法
そ
の
他
建
築
関
係

2
土
木
係

　
　
ω
道
路
法
、
河
川
法
そ
の
他
土
木
関
係
法
に

　
　
　
関
す
る
こ
と

　
　
⑨
道
路
橋
梁
新
設
維
持
修
繕

　
　
③
河
川
堤
防
の
新
営
改
築
維
持

　
　
ω
管
内
土
地
測
量
調
査

八
、
水
道
課

1
庶
務
係

　
　
①
水
道
施
設
の
管
理

　
　
⑧
水
道
使
用
量
の
検
診
及
び
料
金
徴
収

2
工
務
係

　
　
①
水
道
施
設
の
工
事
・
修
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）




